
 
 
 
 
                   震災ボランティア報告会と今後のパドラーズの活動予定について、8 月 

10 日秋田市のねぶり流し館で４０名の方の出席で行われました。 
３月３０日から７月４日までの活動報告を理事長から報告がありました。

この期間中１０回、延べ２７日間で参加人数延べ１,１４８名、（パドラー

ズ会員１０７名、一般ボランティア９００名、地元気仙沼ボランティア

１４１名）で調査を含めると３８日間の活動になったことを報告しまし

た。また各支援団体の方からも活動内容を話してもらいました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
  発表団体は、遊学舎の畠山センター長、学生支援ネットワークの桐生健太郎さん、しょしがり秋田の進藤さん 

で、また宮古で震災当初から活動を行い、パドラーズのピンポイント支援のための情報収集に徹してくれた羽 
生喜一環境調査部長から宮古での活動とこれからの支援の提案などがあり、宮古の海産物の箱詰め（１０００ 
円程度）を被災地の自立支援として販売したいそうです。後藤副理事長にパッケージなどの協力要請と、その 
ための情報収集のために今月末に現地に向かう予定を話してくれました。 
 

 
                            ７月１６日、気仙沼の伸びる幼児園の卒園式の模様 

と８月２,3 日の情報収集活動を、高橋宏光防災対策 
部長から話してもらいました。 
 
気仙沼からは、武田雄高南郷ベース代表、渡辺道徳 
ゲットバック代表のお二人も出席し、今までの支援

に対する謝辞と今後の更なる支援要請とまた自らも自立して新たな活動に向かっていくことの強い意思表明を

なさいました。 
 

              これを受けて、今後の活動について８月２７日の大曲の花火に気仙沼から３０名の 
親子の方を招待すること、９月４日の北上川での E ボート大会への参加について、 
中村理事から報告がありました。 
８月３日に中村理事が陸前高田の第一中学校の仮設住宅（１４８世帯）にアンケー 
トを配り、８日にゲットバックの渡辺さんに回収（９４世帯）してもらいました。 
アンケートからは多くのことが分かり、出来るだけ早く要望に答えるべき集計を深 
浦会員がまとめることになりました。 

 



１０月１～２日にかけて、気仙沼復興祭（仮称）を行うことになりました。大川でカヌー体験会、秋田の竿燈やバ

ンドやダンス、森源太さんのギター演奏や地元の太鼓や歌など秋田と気仙沼の皆さんと一緒のイベントです。内容

は出来るだけ皆さんと楽しめる内容にしたいと思います。足湯サービスから子供たちのゲーム、整体やマッサージ

にヒーリングなど癒しイベントなども企画しています。屋台なども考えて被災地の方が少しでも喜んでもらえれば

と思います。 
 

また気仙沼に何度もバスの運転手として参加していますパドラーズの 
石山勝さんが秋田から気仙沼２５０キロをマラソンを一人で７日ぐら 
いの予定で復興祭に向けてゴールすることを企画しました。パドラー 
ズとしても全面的に応援します「一歩ずつ、一歩ずつ。甦れ東北！」

を胸に。                             
            自分が出来ることを形にしたいという思い 
            が今回企画されました。 
            身の引き締きしまる思いです。 

                                  がんばれ石山勝 67 歳！！！ 
 
 
武田さんからは、１０月９～１０日 国際教養大学祭へ「被災地から秋田に元気を！」の思いを伝えたいと、学生

支援ネットワークさんへのお礼を込めて、南郷ベースで参加する企画を話してもらいました。気仙沼焼きそば、太

鼓、秋刀魚の食べ放題などで盛りだくさんの予定です。皆で行ってみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        後藤副理事長から１０月２２日 野口健＆加藤夏希とクリー 

ンアップの企画を話してもらいました。野口さん、加藤さん 
にパドラーズのブルーとピンクのブルゾンをそれぞれ着ても 
らい、クリーンアップ終了後にサイン入りのブルゾンを一名

の方にプレゼントするおいしい企画を披露してくれました。 
 
  

また海外由来の漂着物調査（ABC の活動について）国際教養大の長谷川 
理央さんに発表してもらいました。海岸線のクリーンアップやゴミ分別 
を踏まえ、韓国の大学と交流を深めて、来年６月にフォーラム開催の企 
画を発表してもらいました。 

 
今後のクリーンアップに是非参加していただき、協力をお願いいたします。 

 
 



 
 
                                    終了後懇親会が開催され、被災地 

の自立活動の一環として秋田に 
気仙沼の「アンテナショップ」を 
開く話などもあり多い盛り上がり 
ました。 

 
 
 
 
８月２１日に気仙沼南郷地区で食器の無料配布を行うために、男鹿の有明さんのご好意で食器（８００枚程度）寄

付して頂きました。１７日に食器を頂にボランティア１２名で行ってきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
軒下にあったため一枚ずつ丁寧に洗うものは洗い、新聞紙に包みダンボールに食器ごとに仕分けして来ました。 
 
 
                                  お昼の休憩も皆満足気で、快いひと時 

でしたが、つかの間雨が降り出して 
                                  全員ずぶぬれ状態で半分ぐらいしか 
                                  出来ませんでした。実際は２０００枚 
                                  ぐらいはあったようです。 
 
 
 
                                  次の日南郷ベースの武田さんたちが 
                                  残りの分全部を梱包し、運んでくれま 

した。 
皆さんが救援物資をいつも持ってきて 
いる裏にはこのような作業をしている 
ことを知り、本当に感謝しなければい 
けないとつくづく思います。と 

                              感謝の言葉を帰り際に皆さんに話していました。 
 

 ずぶ濡れながらの作業本当にご苦労様でした。多くの皆さんに喜ばれますように！！！ 


